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令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について 

このことについて、別紙資料に基づき報告します。 
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１ 
 

「令和３年度全国学力・学習状況調査」の愛知県の結果について 

２０２１年５月２７日（木）に小学校６年生と中学校３年生を対象に実施されました、

「全国学力・学習状況調査の結果」について、文部科学省から情報提供がありましたので、

本県の結果（名古屋市、特別支援学校を含む）の概要についてお知らせします。 
 

１ 本県の実施状況  

 学校数（校） 児童・生徒数（人） 

愛知県（公立） 全国（公立） 愛知県（公立） 全国（公立） 

小学校・小学部 968 18,857 65,434 994,527 

中学校・中学部 418 9,320 60,058 903,585 

  ・２０２１年５月２７日に実施した学校数及び児童生徒数 

・後日実施した学校は、小学校２校、中学校７校、特別支援学校２校。この学校の結 

果は、今回報告の都道府県値に反映されていない。 

 

２ 教科に関する調査の結果 

○ 本県の調査区分ごとの傾向（公立） 

校

種 

調査区分 

【問題数】 

県 ／ 全国 

上：平均正答率（％） 

下：<平均正答数>（問） 

主な傾向 

（平均正答率と正答数別の分布の全国との比較） 

平成３１年度（令和元

年度）調査の結果 

小

学

校 

国語 

【１４問】 

６２／６４.７ 

<８.７／９.１> 
全国より低く、上位層が少ない。 

５９／６３.８ 
<８.２／８.９> 

算数 

【１６問】 

７０／７０.２ 

<１１.２／１１.２> 
正答率、分布ともに全国とほぼ同程度
である。 

６５／６６.６ 
<９.１／９.３> 

中

学

校 

国語 

【１４問】 

６４／６４.６ 

<９.０／９.０> 

正答率、分布ともに全国とほぼ同程度

である。 

７３／７２.８ 

<７.３／７.３> 

数学 

【１６問】 

５８／５７.２ 

<９.３／９.１> 
全国より高く、中間層が多い。 

６２／５９.８ 

<９.９／９.６> 

 ※ 全国の平均正答率は小数第１位、都道府県の平均正答率は整数値で公表されている。 

 ※ ２０２０年度については、新型コロナウイルスの影響で中止された。 

 

 ○ 本県の傾向 

・平均正答率は、小学校国語で全国より２.７ポイント低く、その他については、全国

値の±０.８ポイント以内であった。 

・前回調査（平成３１年度調査）と比較すると、小学校では、国語、算数ともに全国の

平均正答率とのポイント差は縮まっている。 

・中学校では、国語・数学いずれも全国と同程度の結果であった。特に、数学は、全

国の平均正答率よりも高く、中間層が多いという特長が見られた。 

 

 

 

 



２ 
 

３ 児童生徒質問紙調査の結果 

（１）全国と比較して、本県児童生徒のよいところが見られる項目 

項  目   県／国（％） 差 
小 
学 
校 

・人が困っているときは、進んで助けている。 
・自分と違う意見について考えるのは楽しい。 
・今住んでいる地域の行事に参加している。 

８９.９／８８.７ 
７１.１／７０.１ 
６１.４／５８.１ 

＋１.２ 
＋１.０ 
＋３.３ 

中 
学 
校 

・人が困っているときは、進んで助けている。 
・自分には、よいところがある。 
・今住んでいる地域の行事に参加している。 

８９.３／８８.５ 
７７.２／７６.２ 
４５.２／４３.７ 

＋０.８ 
＋１.０ 
＋１.５ 

 

（２）全国と比較して、本県児童生徒の課題が見られる項目 

項  目   県／国（％） 差 
小 
学 
校 

・難しいことでも、失敗を恐れず挑戦している。 
・家で自分で計画を立てて勉強している。 
・地域や社会をよくするために何をすべきか考える。 

６９.５／７０.９ 
６９.８／７４.０ 
４９.５／５２.４ 

－１.４ 
－４.２ 
－２.９ 

中 
学 
校 

・難しいことでも、失敗を恐れず挑戦している。 
・家で自分で計画を立てて勉強している。 
・地域や社会をよくするために何をすべきか考える。 

６２.３／６５.９ 
５９.８／６３.５ 
３９.２／４３.８ 

－３.６ 
－３.７ 
－４.６ 

 

（３）学校の一斉臨時休業期間中に関する項目 

項  目 小学校 県／国（％) 中学校 県／国（％) 

・勉強について不安を感じたか。 

・計画的に学習を続けることができたか。 

・規則正しい生活を送っていたか。 

５５.６／５５.２ 

６２.８／６４.６ 

６２.１／６３.１ 

６２.２／６２.８ 

３４.６／３７.６ 

４５.４／４８.４ 

 

（４）傾向と考察 

 ・小・中学校とも「人が困っているときは、進んで助けている」という児童生徒が多い。 

・中学校において「自分にはよいところがある」という意見の割合が増えてきた。 

 ・「家で自分で計画を立てて勉強している」と回答した児童生徒の割合が、全国より低い。 

・一斉臨時休業期間中に関する質問でも「計画的に学習を続けることができた」と回答

した生徒の割合が低い。特に、中学校では、３４.６(全国３７.６)％と低く、多くの

生徒が一斉臨時休業期間中の学習に不安を抱えていたと推測できる。 

  

４ 調査結果を活用した愛知県の取組 

（１）全国学力・学習状況調査の結果を詳細に分析し、県としての課題を明確にする。 

（２）分析結果から得られた課題に対する具体的な授業改善等の解決策を示した「授業ア

ドバイスシート」を取り入れた「学力・学習状況充実プラン」を１２月までに作成・

配付して、各市町村教育委員会及び各小・中学校の課題を解決するために活用を促す。 

（３）小・中学校において、個に応じたきめ細かな指導を行うために、少人数指導を継続

する。 

（４）「深い学び」を実現する指導と評価の改善に関する研究を豊橋市に委嘱し、その取組

内容を各市町村教育委員会及び小・中学校に対して広く周知する。 

 

５ 市町村別、学校別の平均正答率等の公表について 

県としては、本調査の実施要領に則り、市町村別、学校別の平均正答率等を一覧にし

た公表は行わない。 


